 介護保険　住宅改修における留意事項 

１　事前実施（居住前や認定申請中の着工）について
（１） 居住前（入院、入所中、転居前）に着工したい場合

介護保険の住宅改修は居宅のサービスなので、原則として入院（入所）中や転居前に利用することはできませんが、居住前にあらかじめ改修を行う必要のある場合は、以下の点に注意してください。

《注意》

①　ケアマネジャーが付いて、本人と住宅の状態を確認し「住宅改修が必要な理由書」を書くことができることが必要条件です。

②　原則的には入院（入所）中の改修は介護保険の対象外です。支給申請は退院後（退所後）、実際に居住してから行います。そのため、何らかの理由でその住宅に居住しないことになった場合は、住宅改修費は支給されません。（全額自己負担となります。）

③　転居前に改修を行う場合は、支給申請までに住民異動の届出を完了している必要があります。

（２） 認定申請中に着工したい場合

支給要件の1つに『被保険者は介護保険の「要支援」「要介護」の認定を受けており、着工日の時点で認定が有効である』という要件があります。認定結果通知が届く前にあらかじめ改修を行いたいという場合は、以下の点に注意してください。

《注意》

①　ケアマネジャーが付いて、本人と住宅の状態を確認し「住宅改修が必要な理由書」を書くことができることが必要条件です。

②　支給申請は認定結果通知が届き、「要支援」又は「要介護」が確認できてから行います。そのため、認定結果が「非該当」となった場合は、住宅改修費は支給されません。（全額自己負担となります。）

２　現地確認後、工事の内容等に変更が生じた場合 
現地確認後の工事内容等の変更は原則として認めませんが、やむを得ず工事内容等を変更する場合には、次の手順に従って手続きを行ってください。 
①　現地確認後、工事の内容に変更が生じることが分かった場合、分かった時点で直ちに役場長寿福祉課へ電話等で連絡してください。（工事前でも工事中でも） 

※　原則として、電話連絡がない場合は支給対象となりませんので十分ご注意ください。 

《連絡先》役場長寿福祉課 電話：３５－５３７９
【変更の例】

〇手すりを増やす。 

（住宅改修計画書や見積書には盛り込まれていない工事である。） 

〇トイレにつける手すりを右の壁から、左の壁に変更する。 

（図面は右側に書いてある。） 

〇被保険者が入院（入所）・又は死亡してしまった。

　（工事を行っても、退院（退所）するまでは支給の対象となりません。また、工事着手後に入院（入所）・又は死亡した場合は、入院（入所）・又は死亡までに完成している部分のみが支給対象となります。）

②　連絡を受けた後、役場で変更等の内容を確認し、状況に応じて申請者・ケアマネジャー・施工業者に差し替えの書類を作成していただいたり、再度現地確認をさせていただいたりすることがあります。 

【差し替えが想定される書類】

・ 住宅改修が必要な理由書

・ 改修費見積書 

・ 図面 

・ 改修前の写真（日付入り）
※　変更の内容により、差し替えいただく書類は異なります。 

③　差し替え書類の提出窓口は役場長寿福祉課です。（ケアマネジャーを通じて提出していただきます。） 

④　現地確認時等に提出していただいた書類のいずれかでも内容に変更が生じた時は、直ちに役場長寿福祉課へ電話等で連絡してください。
